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特集  日中国交正常化40周年 ～今までも。そしてこれからも。～

　
南
島
原
の
皆
さ
ん
、
お
久
し
ぶ

り
で
す
ね
。

　
先
日
、
偶
然
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
で
皆
さ
ん
の
姿
を
拝
見
し
て
、

涙
が
出
る
ほ
ど
感
激
し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
か
ら
１
年
間
過
ご
し

た
日
々
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

故
郷
の
よ
う
な
南
島
原
！
忘
れ
な

い
青
空
、
忘
れ
な
い
雲
仙
の
雪
山
、

忘
れ
な
い
海
辺
の
温
泉
、
忘
れ
な

い
皆
さ
ん
の
優
し
い
笑
顔
。

　
帰
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
あ

っ
と
い
う
間
に
４
年
間
が
経
ち
ま

し
た
が
、
再
び
南
島
原
の
皆
さ
ん

と
お
会
い
で
き
、
何
よ
り
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。

　
仕
事
は
、
北
京
市
対
外
友
好
協

会
で
国
際
交
流
業
務
の
担
当
を
し

て
、
日
本
と
中
国
と
の
交
流
や
、

他
の
国
と
の
交
流
の
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
日
、
国
際
イ
ベ

ン
ト
事
業
運
営
の
担
当
に
代
わ
り

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
日
中
国
交
正
常
化
40

周
年
に
あ
た
り
、
中
国
駐
在
日
本

国
大
使
館
か
ら
両
国
間
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
共
催
と
運
営

の
お
願
い
が
私
た
ち
の
協
会
に
あ

り
ま
し
た
。
南
島
原
で
１
年
間
国

際
交
流
員
と
し
て
学
ん
だ
経
験
を

生
か
し
、
日
中
友
好
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
日
中
両
国
の
末
永
い

友
好
と
、
南
島
原
、
ま
た
長
崎
と

北
京
と
の
交
流
が
ま
す
ま
す
発
展

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
南
島
原
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

　
南
島
原
で
過
ご
し
た
日
々
は
私

に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
人
生
の

宝
物
に
な
り
ま
し
た
。
美
し
い
自

然
、
風
土
、
暖
か
い
人
情
か
ら
も

ら
っ
た
力
や
感
激
は
、
大
い
に
私

を
支
え
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
本
当
に
南
島
原
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
南
島
原
の
全

て
が
懐
か
し
い
で
す
。

　
私
は
、
現
在
、
福
建
対
外
経
済

貿
易
職
業
技
術
学
院
で
日
本
語
教

師
と
し
て
勤
め
な
が
ら
、
大
学
院

に
通
っ
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
二

年
生
で
す
。

　
日
中
友
好
に
関
し
て
で
す
が
、

２
０
１
０
年
と
２
０
１
２
年
、
学

校
で
「
桜
祭
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、
現
地
の
日
本
人
と
学

生
、
教
師
た
ち
と
の
友
好
交
流
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
１
１
年
３
月
Ｊ
Ｅ

Ｔ
福
州
懇
談
会
で
元
交
流
員
た
ち

と
再
会
で
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
９
月
に
は
、
第
６

回
海
峡
（
福
州
）
漁
業
博
覧
会
で

長
崎
市
清
風
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
の

通
訳
を
担
当
し
、
日
本
の
特
色
で

あ
る
刺
身
文
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。

と
て
も
評
判
が
よ
く
、
メ
デ
ィ
ア

で
広
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
２
年
２
月
は
、
長
崎
県

と
社
団
法
人
長
崎
県
貿
易
協
会
が

主
催
し
た
「
長
崎
県
・
中
国
経
済

交
流
促
進
団
」
の
貿
易
商
談
会
に

参
加
し
、
海
外
と
取
引
業
務
を
し

て
い
る
学
校
の
卒
業
生
を
紹
介
し

た
り
、
通
訳
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
中
の
架
け
橋
役

と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
最
後
に
、
日
本
と
中
国
、

そ
し
て
世
界
の
平
和
を
願
っ
て
い

ま
す
。

『
１
つ
の
星
だ
か
ら
、日
本
と
中
国
、

み
ん
な
が
共
に
い
き
て
い
こ
う 

こ
の
美
し
い
星
の
上
で
』

　

１
９
７
２
年
９
月
29
日
、
北
京
で
行
わ
れ
た
「
日

本
国
政
府
と
中
華
人
民
共
和
国
政
府
の
共
同
声
明
」

（
日
中
共
同
声
明
）
の
調
印
式
に
お
い
て
、
日
本
の

田
中
角
栄
首
相
（
当
時
）
と
、
中
国
の
周
恩
来
両
首

相
（
当
時
）
が
署
名
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
両
国
は

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

国
交
と
は
、
国
と
国
と
の
交
際
。
日
本
と
中
国
と

が
外
交
を
始
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
交
正
常
化

と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
両
国
間
に
大
使

館
を
建
て
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
協
定
を
結

ん
だ
り
、
日
本
人
が

大
好
き
な
パ
ン
ダ
や

ト
キ
が
贈
呈
さ
れ
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
交
流
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

首　都
面　積
人　口

東京
約37.8万平方キロメートル
約１億2,780万人

首　都
面　積

人　口

北京
約959.7万平方キロメートル
【日本の約25倍】
約13億2,860万人
【日本の約10倍】

　

南
島
原
市
が
中
国
と
交
流
を
行
っ
て
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？

　

今
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
14
年
前
、
北
有
馬
町
の

と
き
の
こ
と
で
す
。
平
成
７
年
に
開
催
さ
れ
た
駐
長

崎
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事
館
開
設
10
周
年
記
念
訪

中
団
に
参
加
し
た
と

き
、
長
崎
県
知
事
を
通

じ
て
羅
源
県
長
と
面
談

を
し
ま
し
た
。

　

羅
源
県
は
北
有
馬
町

と
同
じ
く
農
業
を
中
心

と
す
る
第
１
次
産
業
が

主
産
業
で
す
。

　

当
時
の
北
有
馬
町
と

し
て
も
町
民
皆
さ
ん
の

国
際
的
視
野
を
広
げ
、

国
際
交
流
を
推
進
す
る

目
的
か
ら
相
互
間
交
流

を
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

平
成
８
年
４
月
に
羅

源
県
長
を
は
じ
め
と
す

る
羅
源
県
人
民
政
府
訪

問
団
が
北
有
馬
を
訪

れ
、
交
流
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
互
い
に

訪
問
交
流
を
継
続
し
、

平
成
９
年
11
月
６
日
に

北
有
馬
町
友
好
交
流
訪
問
団
が
羅
源
県
を
訪
問
し
た

と
き
に
、「
北
有
馬
町
と
羅
源
県
の
友
好
交
流
展
開

協
議
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
島
原
市
へ
と
合
併
し
た
後
も
お
互
い
に

交
流
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
友
好
交

流
推
進
意
向
書
の
締
結
を
平
成
19
年
11
月
14
日
に
し

て
い
ま
す
。

于 舟さん
●派遣期間：2007年４月～2008年４月

馬 穎さん
●派遣期間：2008年４月～2009年４月

ま いん う しゅう

日
中
国
交
正
常
化
40
周
年

特集

〜 

今
ま
で
も
。そ
し
て
こ
れ
か
ら
も 

〜

　
２
０
１
２
年
の
今
年
は
、
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
日
本
と
中
国
、
お
互
い
の
国
を
再
認
識
す
る
た
め
、
今
回
特
集
で
紹
介

し
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
友
好
関
係
を
促
進
す
る
第
一
歩
で
す
！

日
中
国
交
正
常
化
っ
て
？

知ってみよう！日本と中国

日 本

※総務省統計局（2007年）より

中華人民共和国

※総務省統計局
　（2004年、2007年、年央推計人口）より

南
島
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市
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中
国
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源
県
と
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交
流

ワンポイント
日本と中国との行政区の違い

日 本 国 県 市 町

中 国 国 省 市 県

= = = =

福建省 羅源県の紹介

●面　積：1,187平方キロメートル
　　　 　【南島原市の約７倍】
●人　口：26万4,200人
　　　 　【南島原市の約５倍】
●産　業：温暖な気候を生かし、花木、
　　　　　椎茸などの栽培が盛ん。近
　　　　　年では、鉄鋼建築材料など
　　　　　の工業が盛んです。羅源港
　　　　　は福州市の外港として認定。

メッセージ①メッセージ②

元
国
際
交
流
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
市
で
は
国
際
交
流
員
に
よ
る
交
流
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
平
成
９
年
度
の
北
有
馬
町
の
と
き
か
ら
続
け
て
お
り
、

今
回
、
元
国
際
交
流
員
さ
ん
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。

北京北京北京

中華人民共和国中華人民共和国中華人民共和国
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南島原市南島原市南島原市

ら

げ
ん


